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栃木市教育委員会が 1965 ～ 1978 年にかけて五回の調査を











るため、芹沢は星野遺跡で 1973 年に第 4 次、1978 年に第
5 次調査を実施し、前期旧石器時代の研究を続けた（芹沢ほ









New evaluation of the Industry in the Cultural Horizon 8 at 
the Hoshino site, Tochigi Prefecture.
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Abstract: This paper presents a new evaluation of the Industry in the cultural horizon 8 of the 
Hoshino site. The Hoshino site is located in the North Kanto district of Hohshu, Japan. This site lies 
at the Northeastern end of the Mount Ashio. The Hoshino site was at first noticed by Mr. Tunetami 
Saitou. The excavations had been carried out by Professor Chosuke Serizawa of Tohoku University 
and the board of education of Tochigi city, during five seasons in 1965,1966,1967,1973 and 1978. 
Thirteen Paleolithic cultural horizons were found by these excavations, and nine cultural horizons 
of them were considered to belong to the Early Paleolithic industries older than 30ka. In this paper, 
cultural horizon 8 of the Hoshino site is reexamined, and the new evaluation is provided. In cultural 
horizon 8 of the Hoshino site, there were lithic artifacts, which were in no doubt being manufactured 
by humankinds as tools. Choppers, pointed-tools in large size, and endscrapers are surely 
included in the assemblage. There were no handaxes. Choppers, pointed-tools and scrapers were 
manufactured on tabular chert flakes. The secondary retouch is restricted to the peripheral portions 
of choppers, pointed-tools and scrapers. The cultural horizon 8 of the Hoshino site was found just 
under the Akagi-Mizunuma Pumice-1(Mzp-1). According to the tephrochronological study so far, it 
























遺跡では第 1 ～ 4 地点を選定し、発掘された（第 1 図 A）。
特に、旧石器時代の調査区は北側に位置する山際の近い第 3
地点を中心に A ～ F トレンチが設定された（第 1 図 B）。第









2003 年に書かれた『考古学ジャーナル No.503 号』の見解
を整理し、第 3 地点 E トレンチで発見された星野遺跡の層
位と文化層の関係について紹介する（芹沢　2003）。なお、
第 2・3 次調査報告書では層序名がローマ数字（Ⅷ a ～Ⅷ p）
で表記されており、この層序名も付加することにした（芹
沢 1970）。また、第 4 次調査での g・h 層の細分についても
記述する（芹沢ほか 1974）。
　〈第 3 地点 E トレンチの断面柱状図〉
第 1 層 黒色腐植土層の表土。
第  2 層 黒色腐植土層〈第 1 文化層 - 有舌尖頭器を包含す
る層〉。
第  3 層 暗灰色粘土層は〈第 2 文化層 - 砂岩製石器を包含
する層〉とされた。
第 4 層 黄褐色ローム層。
第 5 層 褐色ローム・黄色軽石を含む層。
第 6 層 褐色ローム・黄色軽石を含む層。
第 7 層 褐色ローム・黄色軽石を含む層。
第  8 層 灰白色粘土層は〈第 3 文化層 - 前期旧石器を包含
する層〉とされた。
第 9 層 褐色ローム層。
第  10 層 暗褐色ローム層。「暗色帯」（BB）〈第 4 文化層〉。
この上位に鹿児島県姶良火山起源の姶良 Tn 火山灰（AT）
が検出された。
第 11 層 褐色ローム層。
第 12 層 灰青色火山砂層。
第 13 層 ( Ⅶ ) 黄色軽石層。赤城 - 鹿沼軽石（Ag-KP）層。
第 4 次調査の結果から、第 13 層 -( Ⅶ層 ) の軽石層は群馬
県赤城山起源の鹿沼軽石（Ag-Kp）とする新井房夫の考え方
を受け入れた（芹沢ほか　1974 年）。
第  14 層 -( Ⅷ a) 暗褐色軟質ローム層。〈第 5 文化層〉を包
含する層。
第 15 層 -( Ⅷ b) 灰色パミス層。榛名 - 八崎軽石（Hr-HP）層。
第 16 層 -( Ⅷ c) 褐色ローム層。
第  17 層 -( Ⅷ d) 白・灰色パミス層。赤城 - 行川軽石（Ag-
NmP）層。
第  18 層 -( Ⅷ e) 褐色～灰色ローム層。〈第 6 文化層〉を包
含する層。
第  19 層 -( Ⅷ f) 橙色パミスに白色パミスを含む層。赤城 -
水沼第 1 軽石（Ag-MzP-1）。
第  20 層 -( Ⅷ g) 赤味をおびた軟質ローム層。〈第 7 文化層〉
を包含する層。
　 なお、第 3 次調査では第 2 次調査 D トレンチで発見さ
れた〈第 7 文化層〉の 10 点の石器を〈第 8 文化層〉に
帰属するものとして変更している。また、第 4 次調査
では g 層を g-1 層と g-2 層に細分。
第  21 層 -( Ⅷ h) 灰色の火山砂層。〈第 8 文化層〉を包含
する層。また、第 4 次調査では h 層を h-1 層、h-2 層、
h-3 層に細分。
第  22 層 -( Ⅷ i) 赤味をおびた軟質ローム層。〈第 9 文化層〉
を包含する層。　立山 E 火山灰層。
第  23 層 -( Ⅷ j) 灰色・白色パミスを含む層。新に〈第 10
文化層〉を包含する層を確認。
第  24 層 -( Ⅷ k) 灰色ローム層。灰色・白色パミスを含む。
新に〈第 11 文化層〉を確認。
第  25 層 -( Ⅷ l) 灰色ローム層。〈第 10 文化層〉から〈第
12 文化層〉に変更。
第 26 層 -( Ⅷ m) 橙色パミス層。
第 27 層 -( Ⅷ n) 灰青色火山砂層。
第 28 層 -( Ⅷ o) 白色火山砂層。
なお、第 26 層から第 28 層を《三色パミス》と呼称した。
第  29 層 -( Ⅷ p) 褐色硬質ローム層。〈第 11 文化層〉から〈第
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第 33 層 オレンジ色パミス層。
第 34 層 赤色パミス層。
第 35 層
第 36 層 砂礫の小礫を含む層
第 37 層
第 38 層
第 39 層 暗青色砂礫層
以上、1967 年の第 3 次発掘終了後、第 1 ～ 3 次調査まで
の研究成果を 1970 年に『星野遺跡第 3 次調査報告書』とし
て公表した芹沢は、遺跡の発掘が基盤まで到達していない
ことから、1973 年に第 4 次調査と 1978 年に第 5 次調査を
実施した。
第 4 次調査は 1973 年 3 月 21 日～ 4 月 28 日に発掘がお
こなわれた。この調査では第 20 層 - Ⅷ g と第 21 層 - Ⅷ h
が精査された。〈第 7 文化層〉を包含する赤味をおびた軟質











第 5 次調査は 1978 年 4 月 18 日～ 5 月 19 日までおこな
われた。地表面から約 14m まで深掘され、礫層に到達した。
この調査では、灰色・白色パミスを含む層とした第 23 層 -
Ⅷ j で石器を発見し、新に〈第 10 文化層〉を設定した。また、
灰色ローム　灰色・白色パミスを含む第 24 層 - Ⅷ k で石器
を発見し、新に〈第 11 文化層〉を設定している。先の調査
で《三色パミス》の直上の灰色ロームの第 25 層 - Ⅷ l から
発見された〈第 10 文化層〉を〈第 12 文化層〉に変更した。
さらに、《三色パミス上部》とした橙色パミスの第 26 層 -
Ⅷ m、《三色パミス中部》とした灰青色火山砂の第 27 層 -
Ⅷ n、《三色パミス下部》とした白色火山砂第 28 層 - Ⅷ o
がセットとして把握し、再確認された。その直下の第 29 層
- Ⅷ p とした褐色硬質ローム層より発見された石器群を〈第










ⅰ） 星野遺跡では 11 枚の旧石器時代の石器群が層位的に
検出されたことを確認し、〈第 1 文化層〉を後期旧石
器時代に、〈第 3 ～ 11 文化層〉を前期旧石器時代と
した。
ⅱ） 各文化層の出土資料量や組成に注目し、前半期を〈第














作技術からみて第 8 ～ 11 文化層は下末吉ローム期ま
で遡ることが明らかであろうと考えた。その絶対年















２．星野遺跡第 3 地点 E トレンチ第 8 文化層
出土の石器群
第 3 地点 E トレンチ（48㎡）で発掘がおこなわれた結果、
第 8 文化層からは 154 点の資料が回収されたが、その中に






















　1）石器組成：（第 4 図 -1 ～ 5）
芹沢は、第 8 文化層の 115 点の石器類をチョパー、尖頭
礫器、楔形石器、祖型握槌、楕円形石器、彫刻刀、スクレ
イパー、剥片尖頭器、使用痕ある剥片に分類した（第 1 図













はチャート。長さ 11.74 ×幅 6.45 ×厚さ 4.46㎝。　





石材はチャート。長さ 5.92 ×幅 4.16 ×厚さ 1.96㎝。







×幅 3.88 ×厚さ 2.36㎝。
















を新たに追加。石材はチャート。長さ 9.28 ×幅 6.20 ×厚さ
4.50㎝。
　2）剥片生産技術：（第 4 図 -6 ～ 13）

























新たに追加。石材はチャート。長さ 6.04 ×幅 4.88 ×厚さ 1.76
㎝。
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ST-1. 表土の下位に約 2m に姶良 Tn 火山灰（AT）が検出
されている。





物の赤城 - 鹿沼軽石（Ag-KP）が堆積する。鹿沼軽石は CLP
をのせる。その間に厚さ 35㎝の降下火山灰を挟む。
ST-4. 鹿沼軽石層の下位 60㎝に、厚さ約 20㎝の黄色の榛
名 - 八崎軽石（Hr-HP）が堆積する。供給源は榛名火山。





























ST-8. 赤城 - 水沼第 2 軽石（MzP-2）は MzP-1 の下位約 30
㎝にある。三枚の降下ユニットからなる厚さ 45㎝軽石堆積
物｡  本層下位は宇都宮周辺で宝木ローム層の基底となる。
ST-9. 赤城 - 水沼第 3 軽石（MzP-3）は厚さ約 10㎝の白色
軽石。この直下に層厚約 7㎝の暗茶褐色のスコリアがある。
明瞭な層をなさない。
ST-10. 赤城 - 水沼第 4 軽石（MzP-4）は MzP-3 の下位約
80㎝にある。逆進化構造をもつ厚さ約 20㎝の降下軽石堆積
物｡
ST-11. 赤城 - 水沼第 5 軽石（MzP-5）は MzP-4 の下位約
15㎝にある。厚さ約 26㎝降下軽石堆積物｡  赤城火山南麓
の高泉では MzP-4 の下位約 25㎝のところに MzP-5 があり、
その下位約 20㎝に、厚さ 5㎝の阿蘇火山灰 -4（Aso-4）がある。
赤城火山南麓の二本木では On-Pm1 の直上に喜界 - 葛原火
山灰（K-Tz）が肉眼で観察することができるという。














星野遺跡では、第 19 層 -( Ⅷ f) 橙色パミスに白色パミス
を含む層が赤城 - 水沼第 1 軽石（Ag-MzP-1）との指摘があ
る（芹沢　2003）。したがって、星野遺跡第 8 文化層の石
器群は赤城 - 水沼第 1 軽石（Ag-MzP-1）下位から発見され
たことになる。また、日本列島の広域テフラとの関係で整
理すれば、星野遺跡第 8 文化層は赤城 - 水沼第 6 軽石（Mzp-
6）の上に位置する御岳第 1 軽石（On-Pm1）、阿蘇火山灰 -4
（Aso-4）、喜界 - 葛原火山灰（K-Tz）よりも上位に存在する
ことになる。
なお、鈴木正男による第 19 層 -( Ⅷ f) のフィッション・

















小山 ( 標高 285m) の南麓の台地の付け根付近にあって、標
高 240m ところに立地している。東南側が大間々扇状地の
桐原面の低地に続いている。









第 Ⅷ 層　 白 味 の あ る 黄 褐 色 の 八 崎 軽 石 層（Hr-HP）。
30cm。
第Ⅸ層　褐色のローム層。50cm。
第  X 層　3 色パミスといわれる湯ノ口軽石層（Ag-UP）。
40cm。
第  XI 層　上半部にクラック帯を有する粘土化の進んだや
や硬質のチョコレート色をしたローム層。50cm。不二
山遺跡の石器はこの層から発見された。
第  XII 層　安山岩や凝灰岩の大小の角磔を多量に包含する
灰褐色の泥流層。
　不二山遺跡の石器群：


































る。長さ 7.5cm、幅 5.9cm、厚さ 1.8cm、重さ 80.0g。




このほかに、剥片 1 点と粘板岩製の石器 1 点が発見され
ている。





















器が発見された山寺山遺跡の露頭付近は 1970 年 B・C トレ
ンチとして発掘された。ここでは、1960 年に相沢によって
発見された資料を紹介する。

















































である。遺跡の西側 1.5m に粕川が南流している。1950 年
に相沢忠洋によって発見された。権現山遺跡は第 1・2・3
地点に分けられている。第 1 地点の北へ 80m を第 2 地点、
さらに北へ 20m を第 3 地点としている。現在、権現山遺跡
の大部分は住宅建設によって消滅した。発見された地点で
栃木県星野遺跡第 8 文化層出土の石器群の位置づけ
第 6 図　群馬県山寺山遺跡の石器（相沢・関矢　1988 より）
1a


























　権現山遺跡第 1 地点の石器： 








































以上、権現山遺跡第 1 地点の石器 7 点はⅧ層のやや黒色
を帯びた褐色ロームの下半部から発見された。八崎軽石層
（Hr-HP）の下位、褐色ローム下半部から出土する石器である。














は、第 19 層 -( Ⅷ f) 橙色パミスに白色パミスを含む層が水
沼第 1 軽石に相当し、フィッション・トラックの年代観が、








































































































































星野遺跡第 8 文化層は、下限が広域テフラの御岳第 1 軽
石（On-Pm1）、阿蘇火山灰 -4（Aso-4）、喜界 - 葛原火山灰
（K-Tz）よりも上位にあり、その上限が湯ノ口軽石（Ag-UP）、
大山倉吉（DKP）、赤城 - 水沼第 1 軽石（Mzp-1）の下位に
位置づけられよう。また、赤城 - 水沼第 1 軽石 - 第 19 層
-( Ⅷ f) は、鈴木正男によるフィッション・トラックの年代
測定値は、56,000 ± 11,000BP、59,000 ± 9,000BP（鈴木　
1975）と報告されている。したがって、これらの年代観か
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